
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「身心症・失感覚症という概念の重要性」 

心身症は「何か心の病気」だと一般の人だけでなく、医師にも

思われている場合があるが、「表現型は明らかに体の病気でその

発症・経過・治癒に大きく心が関与するもの」である。それゆえに

「心身症」と呼ぶよりも、むしろ「身心症」と捉えるべきではないかと

考える。 

第１３回こども心身セミナー 

お昼休みのオプション企画 

 

Free time, Free task 

また「失感情症」とも呼ばれる、感情を適切に表現できず、代わ

りに体が「苦しさ」を表現する病態がある。さらに演者は「失感

覚症」という捉え方も提唱したい。 

演者の 50 年近い心身医学の臨床経験に基づいた考えを

述べ、心身症発症の基本を捉え、適切な診断・治療を行え

るよう原点に戻って考えたい。      （冨田和巳） 

 

    ※各学会専門医／認定医資格更新単位点数 

は取得できません 

 

 

 

 
 1,200円（税込）で販売します 

（在庫かぎりで終了） 


